
どんど焼き

○１０月臨時会・１２月定例会結果等
○一般質問
○畑引山植樹に参加
○箱根駅伝の応援エリア、杉並木を清掃
○令和4年度歳末火災特別警戒巡視
○「仙石原関所の碑」「なみだ橋」、ご存じですか？

‥‥‥‥‥Ｐ２～３
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ４～８

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ９
‥‥‥‥‥‥P10

‥‥‥‥‥‥‥‥P11
‥P12

主　な　内　容

１月７日（土）　
箱根地区
１月７日（土）　
箱根地区

１月14日（土）　
宮城野地区
１月14日（土）　
宮城野地区

１月14日（土）　
強羅地区
１月14日（土）　
強羅地区

１月15日（日）　
仙石原地区
１月15日（日）　
仙石原地区

令和５年２月
No.211
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10 月 臨 時 会

12 月 定 例 会

（10 月 25 日）

（11 月 30 日～ 12 月 9 日）

○箱根町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について（議案第60号）
○箱根町情報公開･個人情報保護審査会条例の制定について（議案第61号）

○箱根町職員の給与に関する条例及び箱根町非常勤職員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

○特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
○箱根町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
○箱根町職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例の制定について
○箱根町町税条例の一部を改正する条例の制定について

委員会付託（総務企画観光常任委員会）審査
　本議案は、定例会におきまして総務企画観光常任委員会に付託されたものであり、委員会は12月2日に会
議を開催して、町当局の出席を求め慎重に審査を行いました。
　議案第60号、議案第61号はともに、個人情報の保護に関する法律の一部改正が令和5年4月1日から施行
されることを受け関係条例を整備するものであり、採択の結果、議案第60号については賛成多数で可決、
議案第61号については全会一致により可決すべきものと決定致しました。

※委員会付託・・・本会議での質疑終了後、さらに詳しく検討を加えるため、所管の常任委員会等に審査を
託することを本会議において決定する。

１．令和４年度箱根町一般会計補正予算（第６号）
補正額　1億1,485万6,000円追加（光熱水費高騰対策他）

　①緊 急 支 援 給 付 金 給 付 事 業…8,824万1,000円（交付金　8,550万円他）
　②在 宅 重 度 障 が い 者 等 支 援 事 業 追 加…37万5,000円（扶助費追加　31万6,000円他）
　③介護保険事業所光熱水費等高騰対策支援事業…195万円（交付金　195万円）
　④医 療 機 関 光 熱 水 費 等 高 騰 対 策 支 援 事 業…65万円（交付金　65万円）
　⑤観 光 街 路 灯 整 備 補 助 金 交 付 事 業 追 加…714万円（補助金追加　714万円）
　⑥省 エ ネ 設 備 等 更 新 促 進 事 業…1,500万円（補助金　1,500万円）
　⑦総 合 体 育 館 経 常 経 費 追 加…150万円（光熱水費高騰対策支援交付金　150万円）

議決件数（ 1 件）

議決件数（10件）

補正予算（ 1 件）　可　決

条例制定（ 2 件）　可　決

条例改正（ 5 件）　可　決

委員会付託（総務企画観光常任委員会）
会 期 中 審 査

主な内容
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議会議事案件（ 1 件）

議員別議案賛否一覧（賛否等が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

○箱根町議会議員の適正定数に係る調査に関する決議について
　※箱根町議会議員適正定数調査特別委員会に付託されていましたが、引き続き継続審査となりました。

○南足柄市外四ケ市町組合議会議員の選挙
⇨議長の指名推選による選挙により稲葉親太郎議員に決定しました。

※　○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：議長は採決に参加しません。

議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

山
田
和
江

鈴
木
美
貴

勝
俣
陽
二

佐
藤
章
子

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

村
野
由
紀
子

勝
俣
泰
彦

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

折
橋
尚
道

沖
津
弘
幸

山
田
成
宣

60 箱根町個人情報の保護に関する法律施行条例の制
定について 可決 × × 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 －

61 箱根町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定
について 可決 × × 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 －

63 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決 × × 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 －

64 箱根町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 可決 × × 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 －

２．令和４年度箱根町水道事業会計補正予算（第１号）
補正額　770万円追加（光熱水費高騰対策他）

　①原水浄水費追加…455万円　　　　　　　 　 　②配水給水費追加…315万円

３．令和４年度箱根町公共下水道事業会計補正予算（第１号）
補正額　2,410万円追加（光熱水費高騰対策他）

　①処理場施設管理費…1,600万円　　　　　 　 　②ポンプ場施設管理費…810万円

１．令和４年度箱根町一般会計補正予算（第７号）
補正額　10億1,585万7,000円追加

　①議 会 費…△406万7,000円（議会議員報酬更生減　△313万9,000円他）
　②総 務 費…9億8,442万9,000円（財政調整基金積立金追加　4億8,395万5,000円他）
　③民 生 費…△67万5,000円（職員給与費更生減　△1,246万5,000円他）
　④衛 生 費…3,555万円（ごみ処理費・光熱水費追加　3,044万1,000円他）
　⑤農林水産業費…205万6,000円（職員給与費追加　205万6,000円）
　⑥観 光 費…71万3,000円（会計年度任用職員報酬更生減　△576万6,000円他）
　⑦土 木 費…286万5,000円（町道維持補修工事追加　200万円他）
　⑧消 防 費…1,160万8,000円（光熱水費追加　376万7,000円他）
　⑨教 育 費…△1,662万2,000円（職員給与費更生減　△1,637万4,000円他）

補正予算（ 3 件）　可　決

継続審査（ 1 件）

選　　 挙（ 1 件）

主な内容

主な内容

主な内容
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12 月定例会では、町政全般へ 8 人の議員が、15 項目にわたる一般質問を  
行いました。 質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。 原稿については  
質問議員が作成しています。なお、掲載にあたっては紙面の都合上、質問内容、 回答
共に、抜粋したものとなっておりますので、ご了承ください。 

※ は議員の質問、 は町側の回答です。

一

般

質

問

町
の
考
え
方
を
問
う
！

質問者 質問内容 ページ

勝俣　陽二 ・クマの出没に対する町の対応について
・新型コロナウイルス感染症患者に対する町の対応について 4

佐藤　章子 ・就学前児童の子育て支援における現状と今後の予定について
・町が設置している公衆トイレの現状について 5

稲葉親太郎 ・若者を含む定住促進について

村野由紀子
・協働のまちづくり推進について
・男女共同参画・人権尊重の推進について
・防災・減災対策について 6

沖津　弘幸 ・令和 5 年度予算編成について
・町政の諸課題について

山田　和江
・パートナーシップ制度の導入について
・高校生までの小児医療費助成制度の拡充について
・箱根湿生花園の職員体制の充実について 7

鈴木　美貴 ・令和 4 年度町長施政方針について

川口　延明 ・町と企業等が締結している協定について 8

勝
俣　

陽
二 

議
員

クマの出没に対する町の対応
町 … 人身被害の防止に努めていく

　

地
域
住
民
の
多
く
の

方
々
か
ら
な
ぜ
ク
マ
出

没
・
目
撃
情
報
に
対
し
、
情
報

を
防
災
行
政
無
線
で
流
さ
な
い

の
か
と
い
う
疑
問
の
声
を
聞
く

中
で
、
速
報
と
し
て
そ
の
情
報

を
い
ち
早
く
地
域
住
民
及
び
観

光
客
に
流
し
、
一
番
危
険
度
が

高
い
「
ク
マ
と
人
と
の
突
然
の

出
会
い
」
に
よ
る
人
身
事
故
を

回
避
す
る
た
め
の
、
最
善
の
策

と
し
て
「
防
災
行
政
無
線
の
使

用
」
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
町
の
見
解
を
伺
う
。

　

環
境
課
長　

防
災
行
政

無
線
に
よ
る
注
意
喚
起
を

実
施
し
た
の
は
仙
石
原
で
の
１
件

の
み
で
す
が
、
人
身
被
害
を
防
止

す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
防
災
行

政
無
線
の
使
用
に
よ
り
迅
速
に
注

意
喚
起
が
で
き
る
こ
と
は
大
変
効

果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
・
い
わ
ゆ
る
「
第

８
波
」
と
の
同
時
流
行
が
現
実

と
な
る
と
、
第
７
波
よ
り
も
発

熱
外
来
が
ひ
っ
迫
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
な
か
で
町
長
は
こ

の
事
態
に
備
え
て
箱
根
町
の
医

療
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
、
町
長
の
見

解
を
伺
う
。 

　
町
長　

発
熱
外
来
と
し

て
町
内
で
登
録
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関
は
現
在
、
１
カ
所
で

あ
り
、
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
が
、
小
田
原

医
師
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
医
療

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。
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若
者
定
住
の
促
進
に
係

る
新
た
な
施
策
は
。

　

町
長　

今
年
度
の
取
組

と
し
て
は
、
三
つ
の
施
策

の
一
つ
目
「
空
き
家
バ
ン
ク
の
民

間
委
託
」
は
現
在
実
施
し
て
い
る

空
き
家
情
報
の
提
供
事
業
を
、
令

和
元
年
度
か
ら
ト
ラ
イ
ア
ル
ス
テ

イ
を
委
託
し
て
い
る
、
民
間
の
移

住
支
援
団
体
に
今
年
度
か
ら
新
た

に
委
託
し
て
い
る
。
具
体
的
な
内

容
と
し
て
は
、
空
き
家
所
有
者
か

ら
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
や
相

談
が
あ
っ
た
場
合
に
、
空
き
家
所

有
者
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
各
種
調

査
を
行
っ
た
後
、
利
活
用
方
法
の

検
討
案
の
作
成
、
リ
フ
ォ
ー
ム
概

算
額
の
算
出
を
行
う
な
ど
、
所
有

者
と
と
も
に
空
き
家
利
活
用
の
方

向
性
を
検
討
し
、
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
掲
載
記
事
を
作
成
す
る
。

　
二
つ
目
「
滞
在
型
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
お
試
し
体
験
制
度
」

は
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を

地
方
に
設
け
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
企
業
を
対
象
に
、
一
定
期
間

滞
在
し
な
が
ら
、
社
員
の
皆
さ
ん

に
箱
根
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
誘
致
、

ま
た
、
社
員
の
移
住
に
つ
な
げ
る

「
ト
ラ
イ
ア
ル
ス
テ
イ
の
企
業
版
」

と
い
っ
た
新
た
な
取
組
み
。
三
つ

目
「
子
育
て
シ
ェ
ア
タ
ウ
ン
推
進

事
業
」
は
親
子
の
交
流
促
進
と
専

用
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
子
ど
も
の

預
か
り
や
送
迎
な
ど
の
相
互
頼
り

あ
い
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
も
の

で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
企
業
に
委

託
し
た
。

稲
葉　

親
太
郎 

議
員

若者を含む定住促進を問う
町 … 子どもを産み育てやすい環境の構築を図ることで若者定住促進につながる

佐
藤　

章
子 

議
員

就業前児童の子育て支援における現状と今後の課題
町 … 子育て支援に向け官民協働事業も開始した

　

子
育
て
支
援
内
容
と
町

独
自
の
取
組
み
は
。

　

町
長　

子
育
て
支
援
に

お
け
る
町
独
自
の
取
組
み

は
、
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
全
て

に
子
供
の
保
育
料
と
給
食
費
を

無
償
化
し
て
お
り
、
そ
の
他
、
誕

生
祝
金
と
し
て
、
第
２
子
は
10
万

円
、
第
３
子
は
20
万
円
で
県
内
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
額
の
祝
い
金

を
給
付
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
産
後
ケ
ア
の
実
施
や
新

生
児
聴
覚
検
査
及
び
産
婦
検
診
費

用
の
助
成
を
行
っ
て
子
育
て
世
帯

を
支
援
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
安
心
し
て
子
育
て

を
続
け
ら
れ
る
環
境
作
り
の
一
環

と
し
て
、
子
育
て
に
協
力
し
て
く

れ
る
方
々
を
自
主
登
録
い
た
だ
き

「
子
育
て
シ
ェ
ア
タ
ウ
ン
推
進
事

業
」
を
新
た
に
今
年
か
ら
始
め
て

い
る
。　

町
設
置
の
公
衆
ト
イ
レ

の
現
状
は
。

　

町
長　

町
設
置
の
ト
イ

レ
は
現
在
お
お
む
ね
洋
式

化
が
終
了
し
、
全
て
の
個
所
で
は

な
い
が
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
も

対
応
し
た
ト
イ
レ
整
備
が
さ
れ
て

お
り
一
定
の
水
準
に
足
し
て
い
る

と
思
う
。

　
一
方
、
経
年
劣
化
に
も
配
慮
し

計
画
的
な
整
備
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
公
衆
ト
イ
レ
の
有
料
化
に
つ
い

て
は
、
過
去
に
も
質
問
が
あ
っ
た

が
、
主
な
る
利
用
者
の
観
光
客
か

ら
は
入
湯
税
と
い
う
財
源
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
や
、
有
料
化
防

犯
の
視
点
等
、
考
慮
す
べ
き
問
題

を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
現
在
、
具
体
的
な
検
討
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
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沖
津　

弘
幸 

議
員

村
野　

由
紀
子 

議
員

町政の諸課題

パートナーシップ制度導入を！

町 … 医療費助成の対象を高校生までに拡大！！

町 … 導入に向けて準備する

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
・
性
的
少
数

者
の
人
権
を
尊
重
す
る
取

組
み
と
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
に
あ

る
成
人
カ
ッ
プ
ル
が
二
人
と
一

緒
に
暮
ら
す
子
ど
も
を
含
め
て

家
族
と
し
て
届
け
出
を
自
治
体

が
受
理
し
証
明
書
な
ど
を
交
付

す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
導
入
の
考
え
は
。

　

町
長
・
福
祉
課
長　

町

で
は
、
人
権
擁
護
委
員
と

と
も
に
人
権
啓
発
運
動
、
町
職
員

の
人
権
研
修
へ
の
参
加
な
ど
人

権
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

教
職
員
は
、
人
権
教
育
研
修
等

行
っ
て
い
る
。
児
童
・
生
徒
は
、

徳
育
の
中
で
人
権
に
関
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
設
け
て
い

る
。
ま
た
、
具
体
的
な
取
組
み

と
し
て
自
治
体
が
独
自
に
同
性

カ
ッ
プ
ル
に
対
し
、
結
婚
に
相
当

す
る
関
係
を
証
明
書
発
行
す
る
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導

入
に
向
け
て
準
備
す
る
。
ま
た
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入

の
考
え
は
近
隣
市
町
村
の
状
況

を
鑑
み
て
調
査
研
究
す
る
。

　

個
別
避
難
計
画
の
取
組

み
は
。

　

福
祉
課
長　

個
別
避
難

計
画
は
、
要
援
護
者
一
人

ひ
と
り
に
対
し
、誰
が
、ど
の
ル
ー

ト
で
ど
こ
に
避
難
さ
せ
る
か
な

ど
、
個
別
の
計
画
を
作
成
す
る

も
の
。
作
成
に
向
け
て
調
査
研

究
す
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

し
て
い
る
地
域
の
住
民
か

ら
仙
石
原
公
民
館
の
階
段
が
危

な
い
の
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
が
考

え
は
。　

生
涯
学
習
課
長　

設
置

場
所
を
内
部
か
外
付
け

か
、
施
設
の
耐
久
性
な
ど
専
門

家
に
調
査
依
頼
し
、
設
置
に
向

け
て
調
査
・
研
究
す
る
。

　
「
脱
炭
素
社
会
の
推
進
」

に
つ
い
て
、
町
で
は
ど
の

よ
う
な
目
標
の
も
と
、
脱
炭
素

社
会
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
も

の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
町
は
環
境
先
進
観
光

地
ー
箱
根
を
標
榜
し
て
い
る
こ

と
も
踏
ま
え
、
国
が
推
し
進
め

て
い
る
脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の

応
募
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
伺
う
。

　

町
長　

箱
根
町
第
３
次

環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き

実
行
計
画
で
は
、
本
庁
の
区
域

に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
削
減
の
た
め
の
目
標
を
定
め

て
お
り
、
中
期
目
標
で
令
和
12

年
度
ま
で
に
、
平
成
25
年
度
比

で
46
％
削
減
の
７
万
６
千
ト
ン

と
し
、
長
期
目
標
で
令
和
32
年

度
実
質
ゼ
ロ
を
目
標
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進

は
、
と
て
も
重
視
し
て
い
る
テ
ー

マ
で
あ
り
、
今
後
も
地
域
循
環

共
生
圏
の
構
築
に
向
け
た
検
討

を
進
め
る
中
で
脱
炭
素
先
行
地

域
の
応
募
に
必
要
な
選
定
要
件

を
満
た
す
ス
キ
ー
ム
確
立
を
検

討
し
た
い
。

　
「
子
育
て
支
援
の
充
実
」

に
つ
い
て
、
町
で
は
「
子

育
て
す
る
な
ら
箱
根
町
」
を
標

榜
し
、
町
長
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
こ
で
、
医
療
費
助
成
制

度
と
高
校
等
通
学
補
助
制
度
の

２
項
目
を
、
町
長
に
伺
う
。

　

町
長　

令
和
５
年
度
予

算
で
、
医
療
費
助
成
の
対

象
を
高
校
生
ま
で
拡
大
す
る
検

討
を
行
う
。

　

ま
た
、
通
学
費
補
助
金
の
保

護
者
負
担
軽
減
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。 
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山
田　

和
江 

議
員

人権を守り、差別や偏見を許さない多様な性を認める箱根をつくるためにもパートナーシップ制度の導入を
町 … 人権尊重の推進の観点からも大変重要で意義ある制度、導入の準備をしている

　

外
国
籍
の
住
民
の
多
い

他
市
町
の
よ
う
に
専
門
の

窓
口
や
専
門
の
課
の
設
置
の
考

え
は
。　

町
民
課
長　

来
年
度
か

ら
、
関
係
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
、
実
際
に
外
国
籍
住
民

が
抱
え
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
必
要
と
さ
れ
る
支
援
策

を
検
討
す
る
な
か
で
、「
資
源
と

ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
ガ
イ

ド
」
概
要
版
の
英
語
で
の
作
成

を
検
討
し
て
い
る
。

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素

社
会
実
現
に
向
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
に
つ
い
て
具
体
的

な
取
組
み
は
。

　

環
境
課
長　

本
年
７
月

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
導
入
補
助
金
制
度
を
創
設

し
、
創
エ
ネ
・
省
エ
ネ
・
畜
エ

ネ
に
町
民
の
方
々
が
取
り
組
む

動
機
付
け
と
な
る
よ
う
に
、
今

後
も
周
知
・
啓
発
に
努
め
る
と

と
も
に
、
町
関
係
施
設
各
所
に

も
設
置
し
て
お
り
、
今
後
も
施

設
の
改
修
時
に
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
切
り
替
え
を

検
討
し
、
脱
炭
素
社
会
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

経
済
刺
激
策
、
観
光
支

援
策
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
電

子
化
に
対
応
す
る
た
め
の
高
齢

事
業
者
向
け
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
支
援
は
。

　
観
光
課
長　

国
県
が
行

う
次
元
的
な
制
度
は
、
市

町
村
と
共
同
で
行
う
事
は
考
え

て
お
ら
ず
、
町
が
支
援
す
る
に

は
準
備
期
間
等
を
考
慮
す
る
と

不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
事
か
ら
、

各
事
業
者
自
ら
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利

活
用
能
力
を
身
に
着
け
る
事
が

必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

鈴
木　

美
貴 

議
員

箱根町の外国籍住民の支援は
町 … 安心して暮らし活躍できる環境づくりを模索する

　

11
月
１
日
、
首
都
東
京

で
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
」
が
開
始
さ
れ
、
人
口
の

約
６
割
の
自
治
体
に
広
が
っ
た
。

県
内
で
も
27
の
自
治
体
で
導
入

さ
れ
、
今
や
制
度
を
導
入
し
て

い
な
い
自
治
体
は
少
数
と
な
っ

て
い
る
。
３
月
定
例
議
会
で
も

わ
が
党
が
取
り
上
げ
た
が
、
私

は
当
事
者
の
方
と
知
り
合
う
機

会
が
あ
り
当
事
者
と
し
て
の
不

安
や
問
題
点
な
ど
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。
箱
根
は
国
際
観
光

都
市
と
し
て
年
間
２
，０
０
０
万

人
近
い
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
多
様
な
性
自
認
を

持
つ
方
々
が
来
訪
し
て
い
る
と

考
え
る
。
箱
根
で
住
民
や
働
く

人
は
も
と
よ
り
、
観
光
客
の
人

権
を
守
る
こ
と
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
思
う
。
差
別
や
偏
見

を
許
さ
な
い
多
様
な
性
を
認
め

る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
箱
根
を
つ

く
る
た
め
に
も
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
」
の
導
入
は
欠
か

せ
な
い
が
。

　

町
長　

町
の
総
合
計
画

で
も
掲
げ
て
い
る
人
権
尊

重
の
推
進
の
観
点
か
ら
も
大
変

重
要
で
意
義
あ
る
制
度
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
」
は
自
治
体
が
公

に
、
二
人
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
今
後
支
え
合
っ
て
生
き
て
い

く
と
誓
い
合
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
も
の
で
そ
の
後
の
人
生
を

生
き
て
行
く
上
で
自
尊
感
情
に

大
き
く
影
響
し
て
く
る
の
で
は

と
考
え
て
お
り
町
と
し
て
導
入

の
準
備
を
し
て
い
る
。
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箱
根
町
議
会
で
は
、
9
月
定
例
会
に
お
い
て
箱
根
町
議
会
議
員
の
適
正
定
数

に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
を
決
議
し
、「
箱
根
町
議
会
議
員
適
正
定
数
調
査
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
は
、
去
る
11
月
22
日
に
会
議
を
開
き
、
議
員
の
適
正
定
数
に
つ

い
て
、
協
議
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
協
議
を
深
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

箱
根
町
議
会
議
員
適
正
定
数
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
稲
葉　
親
太
郎

箱根町議会議員適正定数調査特別委員会

川
口　

延
明  

議
員

大手企業と協定を結んでいるが
町 … 「官民協働の街づくり」の一環である

　

本
年
、
大
手
民
間
企
業

４
社
、
㈱
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ

ン
、
㈱
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
な
ど

と
立
て
続
け
に
連
携
協
定
が
締

結
さ
れ
て
い
る
が
目
的
は
。

　

町
長　

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ

ン
社
と
は
ア
ウ
ト
ド
ア
を

通
じ
た
体
験
や
学
び
に
関
す
る
知

見
、
本
町
の
持
つ
自
然
環
境
の
双

方
の
資
源
を
有
効
活
用
し
、
連
携

し
て
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域
活

性
化
や
自
然
環
境
の
保
全
と
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い

未
来
の
実
現
を
目
指
す
。

　

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
と
の
協
定

締
結
は
令
和
４
年
３
月
ま
で
、

旧
箱
根
観
光
物
産
館
に
、
国
道

１
号
線
を
通
行
す
る
車
両
ナ
ン

バ
ー
を
読
み
取
る
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ

を
小
田
原
・
宮
ノ
下
方
面
の
そ

れ
ぞ
れ
に
設
置
し
、
映
し
出
し

た
画
像
か
ら
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
情
報
を
デ
ー
タ
と
し
て
読
み

取
り
、
さ
ら
に
、
通
過
時
刻
を

加
え
た
も
の
を
、
通
行
し
た
車

両
の
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
し
た
。

　
こ
れ
ら
デ
ー
タ
か
ら
は
、
通
行

車
両
の
登
録
さ
れ
た
地
域
、
車

両
形
体
、
営
業
車
か
自
家
用
車

か
の
違
い
、
タ
ク
シ
ー
や
レ
ン

タ
カ
ー
な
ど
と
の
違
い
、
流
出

入
の
時
刻
な
ど
、
様
々
な
情
報

が
ほ
ぼ
期
待
ど
お
り
に
可
視
化

で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
追
加
で
乙
女
観
光
案

内
所
付
近
及
び
道
の
駅
箱
根
峠

付
近
に
そ
れ
ぞ
れ
、
上
下
線
の

車
両
の
ナ
ン
バ
ー
を
読
み
取
る

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
の
で

通
行
車
両
の
居
住
地
域
、
流
出

入
の
時
刻
、
滞
在
時
間
の
傾
向
、

移
動
ル
ー
ト
、
来
町
回
数
な
ど

観
光
客
の
周
遊
パ
タ
ー
ン
な
ど

も
取
得
で
き
る
の
で
渋
滞
や
動

向
分
析
に
繋
げ
る
。
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芦
ノ
湖
を
眼
下
に
、
雄
大
な
風
景
を
も
つ
畑
引
山
町
有
林
に
て
、
町
が
進
め

る
水
源
か
ん
養
機
能
に
着
目
し
た
、
豊
か
な
森
林
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
植
栽
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
42
名
が
ス
コ
ッ
プ
や
鍬
を
振
る
い
、
苗
７
０
０
本

を
植
え
ま
し
た
。
こ
の
日
植
え
ら
れ
た
の
は
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ミ
ツ
マ
タ
の
広
葉
樹
。
付
近
に
は
散
策
路
が
あ
り
、
将
来
観
光

客
が
楽
し
む
姿
が
想
像
で
き
ま
す
。
今
後
の
成
長
が
非
常
に
楽
し
み
で
す
。

　

議
会
議
員
と
し
て
11
年
に
わ
た
り
、

地
方
自
治
の
発
展
振
興
に
寄
与
し
た
功

績
に
よ
り
８
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
、
表

彰
式
終
了
後
「
歴
史
家
・
作
家
」
の
加

来
耕
三
氏
に
よ
り
、「
歴
史
を
学
び
、
未

来
を
読
む
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日　
時
：
11
月
10
日
（
木
）　

場　
所
：
愛
川
町
文
化
会
館

畑引山植樹に参加

神奈川県町村議会議長会　自治功労者表彰・議員研修会

○令和4年11月9日（水）実施
○参加団体　箱根地域自治会、小田原箱根商工会青年部、箱根町箱根観光協

会、小田急箱根ホールディングス、一般社団法人箱根町観光協
会、箱根温泉旅館ホテル協同組合、箱根町建設業協会、造園事
業者、林業事業者、町議会議員

植栽に先立ち、町長から感謝の言葉植栽に先立ち、町長から感謝の言葉

植栽場所は困難な急斜面植栽場所は困難な急斜面

植栽場所へ移動植栽場所へ移動

植栽終了後、みんな揃って笑顔で撮影植栽終了後、みんな揃って笑顔で撮影
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箱根町交通安全
総ぐるみ大会

箱根町男女共同参画講演会

　正月の2日、3日に行われた「箱根駅伝」の見学観光客を気持ち良く迎えようと、今回も箱根町議会の観
光振興議員連盟と箱根町教育委員会、地元建設事業者さんとで昨年の12月14日（水）に箱根杉並木（約
500ｍ）の草刈りや清掃作業を行いました。この場所は箱根駅伝の走路と並走しているゴール手前のため
見学者の移動が頻繁に行われる応援エリアの一つです。

　令和4年12月17日、仙石原文化センターにお
いて第2回箱根町交通安全総ぐるみ大会が神奈川
県小田原警察署、小田原交通安全協会、箱根町交
通安全母の会、箱根町の後援で開催されました。
町長の挨拶に続き、功労者及びコンクール入賞者
の表彰が行われ締めくくりに箱根町交通安全母の
会会長　瀬戸道子様が安全宣言をし終了しました。

　令和4年12月15日、仙石原文化センターにお
いて箱根町主催、かなテラス共催にて「箱根町男
女共同参画講演会」が開催されました。
　講師に歌手として活躍されている木山裕策氏を
迎え「ワークライフバランス」をテーマに働き方
も家庭も夢も自分らしくと呼びかけ、自分自身病
気をきっかけに人生を見直したと語り、仕事と生
活の調和について講演されました。最後にミニコ
ンサートで大ヒット曲「home（ホーム）」を披
露され終了しました。
　誰もが多様な生き方を選択・実現できることを
説いた有意義な講演でありました。

箱根駅伝の箱根駅伝の
応援エリア、杉並木応援エリア、杉並木を清掃を清掃
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歳
末
は
、
生
活
の
繁
忙
と
火
気
使
用
の
増
加
に
よ
り
、
火
災
の
発
生
す
る
危

険
性
が
増
す
こ
と
か
ら
、
防
火
意
識
の
高
揚
・
火
災
発
生
の
未
然
防
止
を
目
的

に
12
月
26
日
か
ら
31
日
ま
で
歳
末
火
災
特
別
警
戒
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
時
で
の
活
動
に
加
え
、
警
戒
期
間
中
に
は
夜
間
に
お
け
る
初
動
態
勢
の
確

保
や
夜
間
巡
回
警
戒
を
適
宜
実
施
す
る
な
ど
消
防
本
部
・
消
防
署
・
消
防
団
が

寒
さ
厳
し
い
中
、
警
戒
態
勢
を
更
に
強
化
し
、
住
民
の
方
々
が
無
事
に
新
年
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
活
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
27
日
に
は
町
長
・
議
長
・
総
務
企

画
観
光
常
任
委
員
長
を
始
め
関
係
者
と
町
内
を
巡
視
し
、
各
分
団
等
に
感
謝
と

激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

総
務
企
画
観
光
常
任
委
員
会

委
員
長　
稲
葉　
親
太
郎

令和 4年度歳末火災特別警戒巡視

　議会活動をお知らせする「議会だよりはこね」の内容の充実・改善を図るため、議会だよりモニターを
募集します。ご応募お待ちしています！

　♦職務内容
　　1　発行された議会だよりに関し、意見や提案等を述べること
　　2　地域の情報等を提供すること
　　3　アンケート調査等に回答すること
　♦応募資格
　　1　満18歳以上で、町内にお住まいの方
　　2　議会活動に深い関心を持ち、かつ公正な社会見識を有する方
　　3　町職員ではない方
　♦募集期間　令和５年３月31日まで
　♦募集人数　５人以内
　♦任　　期　令和５年５月１日から令和７年４月30日までの２年間
　♦応募方法　議会事務局までご応募ください。（℡ 85-9570、Fax 85-8656）
　♦選考方法　町民皆さま全体の意向を代表する構成となるよう、年齢や性別、地域等を考慮し、
　　　　　　　　議長及び委員会において選考を行います。

議会だよりモニターを募集します！
～ 一緒に議会だよりを作りましょう ～～ 一緒に議会だよりを作りましょう ～
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広
報
広
聴
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委 

　 員

勝
俣
　泰
彦

川
口
　延
明

勝
俣
　陽
二

勝
俣
　剛
一

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
　秀
則

※2月14日（火）開催の議会運営委員会において決定いたしますので、変更とな
る場合があります。
　詳しくは、議会事務局（☎85-9570）までお問い合わせいただくか、町議会
ホームページの議会カレンダーをご覧ください。

3月定例会の日程（予定）3月定例会の日程（予定）

「仙石原関所の碑」「なみだ橋」、ご存じですか？「仙石原関所の碑」「なみだ橋」、ご存じですか？

2月21日（火）、3月2日（木）、7日（火）、
８日（水）、10日（金）、15日（水）、16日（木）本会議

○
仙
石
原
関
所
の
碑

　
仙
石
原
関
所
を
世
に
知
ら
し
め
る

た
め
、
大
正
11
年
に
底
倉
つ
た
や

旅
館
主
人
　
澤
田
　
義
氏
に
よ
り
建

立
さ
れ
ま
し
た
。

○
な
み
だ
橋

　
天
保
11
年
（
１
８
４
０
）
祭
文
読
み

一
行
（
男
４
名
、
女
２
名
）
が
、
小
田

原
方
面
か
ら
仙
石
原
関
所
手
前
で
左

に
入
り
、
姥
子
付
近
を
通
っ
て
、
沼
津

へ
出
ま
し
た
。
（
関
所
破
り
）
そ
の
た

め
、
沼
津
宿
の
手
前
で
と
ら
え
ら
れ
、

仙
石
原
へ
連
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
小

田
原
藩
士
に
よ
る
取
り
調
べ
の
た
め

小
田
原
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
こ
の
橋
を

通
過
す
る
時
に
関
所
を
振
り
返
り
、

涙
を
流
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
「
な
み
だ
橋
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
男
は
処
刑
後
、
宮
城
野
宝
珠
院
に

埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

　
女
は
関
所
で
門
前
払
い
さ
れ
、
宝

珠
院
で
尼
と
な
り
、
処
刑
さ
れ
た
男

を
供
養
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

○
場
所
⇩
「
仙
石
バ
ス
停
」
付
近

（
投
稿
者
　
広
報
広
聴
委
員
会

　
勝
俣
　
陽
二
　
委
員
）

祭文読みのお墓（宮城野宝珠院） 仙石原関所の碑（国道138号線 仙石原交差点付近）

なみだ橋（国道138号線 仙石原郵便局付近）

か
ず  

よ
し


